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■　凡例
付属資料１　梅阪鶯里作品・関係資料リストについて

・　�リストは、作品制作年の判明している作品を中心に年代順に並べ、
制作年代不詳のものに関しては、制作年代が明らかであるものを
中心に、表現傾向から推測を試みた。資料番号は筆者が便宜的に
付したものである。

・　�リストの技法の欄に見られる「GSP」は、ゼラチン・シルバー・
プリントを示す。

・　リスト上のサイズの記載は縦×横、単位はミリとした。

付属資料２　『鶯里画集』目録について

・　�本リストは、『鶯里画集』の目録を目録番号に沿って番号の若い順
に配列し直したものである。

・　記述の仮名使いは原典に従った。
・　�制作年記載は、原典では基本的に漢数字で和暦が記載されている

ため、これを制作年記述として採用した。尚、四切/no.1のみは、
和暦以外に算用数字で西暦が記されていたため、これは「その他
記載２」とした。

・　�原典は縦書きであり、本リストでは横書きに改めたため、制作年
記述の漢数字部分は読みやすさを考慮して算用数字に改めた。

・　�技法は、原典に記されているもののみリストに示し、技法名は原
典の表記に従った。

・　制作年・サイズは、原典に記されているもののみ、リストに示した。
・　�題名、制作年、技法以外の記述が原典に記されている場合、リス

トの「その他記載」に記した。
・　�題名、制作年、技法以外の記述が原典に２つ記されている場合が

ある。その場合、２つ目の記載事項は「その他記載２」に示した。
・　�四切の目録では、番号が付されていないものがあり、リスト上で

は「番記なし」と記した。
・　�半切の目録では、no.45からno.47は重複している。リスト上では、

原典で上段に記されているものを先に示した。

付属資料３　梅阪鶯里関連年表について

・　�出生、養子、結婚、死亡に関する事実関係は、すべて戸籍謄本の
記載事項に基づいて記述した。

・　その他の記載事項に関しては注記に出典を示した。

梅阪鶯里調査報告
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（1900-1970）は、1920年代（大正10年頃）から盛んな活動
を展開した「アマチュア」写真家の一人として知られる。1900（明治
33）年3月7日に大阪市に父・徳次郎と母・フシの間に生まれ１）、1910（明
治43）年、10歳の時に父・徳次郎の兄弟である直七と、その妻まつの養
子となった２）。その後、1917（大正6）年に明星中学（現・明星高校）
を卒業し、家業の株式仲買業を手伝う。この頃から写真を撮り始めたと
伝えられ３）、1918（大正７）年に、大阪市南区日本橋にあった日本一藤
井写真機店が主宰していたアマチュア写真団体の虹影倶楽部４）に入会
したことが確認されている５）。ついで、1920（大正９）年に浪華写真倶
楽部に入会し、同倶楽部で1928（昭和３）年頃まで活動を行っている６）。
この間には、同倶楽部の例会や年次展、また、大正末から始まった日本
写真美術展、日本写真大サロンといった、全国規模の公募写真展を通
じても幅広い活動を行っていた７）。特にゴム印画８）を得意とし、ゴム印
画による表現と高度な技術力は同時代に高い評価を受けていた９）。以後、
戦前までは作品を発表していたが、戦後は作品発表をほとんど行ってい
ない10）。1970（昭和45）年３月16日に逝去している11）。
　これまで、梅阪鶯里は周辺の写真家とともに副次的に語られること
がほとんどであった。例えば、1920（大正10）年代から昭和初期の浪
華写真倶楽部の盛んな活動の動向が取り上げられる時に、梅阪の名前
はしばしば登場する。しかし、梅阪の活動が単独で語られることはな
かった。梅阪の作品が体系的に紹介、研究されているという印象は薄
いのである。
　しかし、「芸術写真」の時代において、注目すべき高い表現力を備
えていた写真家の一人として、再評価を急がなくてはならない写真家
であると考えている。そのため、筆者はこれまでに、公的機関の所蔵
する梅阪作品106点の調査を実施してきた12）。その対象とした、公的機
関に収蔵されている梅阪鶯里作品106点の内訳は以下の通りである。
　東京都写真美術館 46点（内２点寄託）
　横浜美術館 30点
　大阪市立近代美術館建設準備室 19点
　日本大学芸術学部 ９点
　東京工芸大学 ２点
　この内、東京工芸大学以外の機関のコレクションは、1980年代以降、
各機関に収蔵されたものである13）。
　調査の結果、年記を伴っていない作品が多数あること、106点のう
ち91点が「芸術写真」の時代に多用されたピグメント印画14）であるこ
となどの理由から、梅阪の経歴や表現変遷を、これらの作品群と同時
代の文献を通じて明らかにするには、不十分であることを痛感してい
た。なぜならば、年記を伴った作品は全体の半数以下で、それらは
1927（昭和２）年から1935（昭和10）年の９年間に集中しており、作
品制作を行っていた期間の３分の１にとどまっている。1935（昭和
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10）年以降の年記を伴ったものは13点しか確認されないため、梅阪の
制作活動を時系列に沿って万遍なく追うことは難しい。そこで、第六
の所蔵者、すなわち御遺族に着目した。表現の変遷、写真家としての
経歴を体系化するためにも、作品、関連資料が残されている可能性が
高い梅阪家の調査を行わせて頂きたいと考え、梅阪和子氏のご協力の
下、調査を実施することが可能になった。
　調査の結果、写真家・梅阪鶯里の経歴を体系的に語るうえで、きわ
めて重要な作例や資料の数々を新たに発見することができた。そこで、
本稿では梅阪家調査において確認された作例、資料について簡単な報
告を述べておくこととしたい。

I. 梅阪家調査について

　日本写真史において「芸術写真」は1980年代以降、再評価が進んだ。
しかし、近年の研究でも指摘されているように15）、作品の表現変遷史
について枢要な骨格を築き得た一方で、一次史料の発掘は十分には進
んでいない。「芸術写真」を構築した写真家の多くはアマチュア写真
家であったため、生業でない仕事は、作品に明確な価値を見出しにく
い。これは作品が大切にされない可能性を含んでいる。写真家の没後
に作品が遺品とともに処分されてしまったり、あるいは押入れや物置
の奥に眠っていて日の目を見る可能性が低いのである。
　これに対して、梅阪の作品は、幸いなことにそのほとんどが公的機
関の収蔵品となった。それ以外に梅阪家に残されたものとしては、《雨
後》を含む作品数点の存在が知られていた。しかしながら、梅阪家に
伝承された作品の正確な数量に関して、明確な実態は明らかではな
かった。作品の正確な数量と関連資料の有無を確認するため、梅阪鶯
里のご遺族に連絡を取りたいと考えた。
　そこで、当館の梅阪鶯里作品の収集に関わった金子隆一専門調査員
を通して、梅阪家と連絡を取った。梅阪家所蔵作品の現所蔵者は梅阪
鶯里のご長女にあたられる梅阪和子氏である。電話によるヒアリング
により、正確には把握していないが、作品がおそらく10点程度あると
いう回答を得た。その後、和子氏にご協力を得、梅阪家調査を行わせ
て頂いた。
　調査は2008年１月から９月にかけて４度実施し16）、2008年１月に実
施した調査には、金子隆一専門調査員の同行を得た。
　梅阪家に伝承された作品は帙

ちつ

及び印画紙の箱に納められた状態で、
４箱確認された。内訳は写真276件、梅阪鶯里の写真家としての経歴
に関わる写真以外の関連資料が29件であった。書簡、日記、書き付け
などの直筆資料および乾板、フィルムなどのネガは確認されなかった。
写真作品、資料の内、ゴム印画によるものは109点で、割合は30.1％で
ある。公的機関の所蔵品を加えた382件に占めるゴム印画の割合は、
185点で、39.6％に上る17）。松本徳彦氏が、1980年代に『日本写真全集』

（小学館、1986年）の編集に伴う梅阪作品の調査の際には確認されて
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いなかった作品も、今回新たに確認されている。これらは10年ほど前
に梅阪家が建替えを行った際に押入れから見つかったものだという。
和子氏によれば、今回確認の作品、資料のうち、印画紙の箱に収めら
れた２箱が新たに見つかったものである。鶯里の没後、本調査で確認
された作品、資料は帙、及び印画紙の箱にまとめられ、妻の梅阪つた氏、
そして和子氏によって自宅の押入に保管されてきたという。
　梅阪と同時代に活躍していたアマチュア写真家で、作品や関連資料
が多数確認されている写真家は少なく、このように多数の作品や資料
が確認されたこと自体が注目に値する。しかし、単純に調査母体とな
る作品、資料の数が増したのみではなく、これまで梅阪との関係が指
摘されてこなかった表現傾向の作品や、1935（昭和10）年以降の年記
を伴った作品、晩年に制作された作品が確認されている。

II. 調査報告

　本調査によって確認された作品、資料については、資料１にリスト
としてまとめた18）。
　梅阪家に伝承された作品は帙、箱に収められていた。帙は２つであ
り、これらには、朱色で同様の筆跡による「鶯里画集」と書かれてい
た（fig.1）。和子氏によれば、この『鶯里画集』は戦後、梅阪鶯里自身
によって製作されたものである。1920（大正10）年代から制作された
作品を、白い台紙に透明のプラスチック製コーナーで留め、番号が付
されていた。このコーナーの酸化による変色等の劣化は、目視のレベ
ルではほとんど見られなかった。また、四切、半切ともに鶯里が作成
した手書きの目録19）が付属している（付属資料２）。目録は罫線の入っ
た紙にペンで書かれたもので、この目録には四切47点、半切52点が所
収されていた。筆者が確認した時点では、画集に所収されていた作品
以外の写真も一緒に帙に収められていた。また画集の台紙のみのもの
も見受けられた。また、『鶯里画集』がもう１つ存在していた可能性
がある。梅阪家の家族アルバムの中に、鶯里が『鶯里画集』と考えら
れる帙を広げて作品を見ている写真（fig.2）がある。この写真中に鶯
里が見ているものを含め、３冊の帙が写っているため、当初は３つあっ
た可能性も考えられる。画集の目録によれば、本画集の中には《苔寺》

（四切/no.10）、《白樺林》（四切/no.12）、《山茶花》（四切/no.14）、《五龍》
（四切/no.15）のように、1960年代後半（昭和40年代前半）の制作を示
す記述を伴ったものも含まれている20）。このうち、《五龍》（資料
no.323）は15の番号が付された台紙に張られた状態で確認された。同
作は「昭和四十一年」の年記を伴っており、晩年までゴム印画によっ
て作品を制作していたことが明らかになった。
　しかし一方で、横浜美術館所蔵の《題不詳（淡雪）》（資料no.89）と

《雪の朝》（資料no.90）の関係性21）のように、同一ネガを用いて、左右
を反転させたり、トリミングを施して、後年に別作品を制作している
例が散見された。こうした事実は、梅阪鶯里の作品は撮影時期と制作

fig.1　『鶯里画集』（四切）の帙　梅阪家蔵

fig.2　『鶯里画集』を見る梅阪鶯里　梅阪家家族アルバムより
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fig.3-1　�≪雪山・アタゴ≫　ゴム印画　�
1929年頃　東京都写真美術館蔵

fig.3-2　�≪題不詳（山岳風景）≫　ゴム印画　�
1929年頃　梅阪家蔵

fig.4　�≪題不詳（葉）≫　サイアノタイプ　�
1930年代-40年代頃　梅阪家蔵

fig.5　�≪題不詳（風景）≫　GSP　�
1930年代-40年代頃　梅阪家蔵

時期が著しく異なるものが他にも存在する可能性を示している。
　その他、明暗の反転したゼラチン・シルバー・プリントが10点確認
された。この内、《題不詳（妙高）》（資料no.168）、《題不詳（コスモス）》

（資料no.336）の２点は、裏面に図様と対応する書き起こしが見られる。
また、裏面からの書き起こしは見られないが、画面サイズが陽画の作
品（資料no.213）と対応する《題不詳（柿）》（資料no.214）の３点は、
紙ネガである可能性が考えられる。その他に、当館所蔵の《雪山・ア
タゴ》（資料no.103）（fig.3-1）の明暗反転像（資料no.102）（fig.3-2）が
確認された。梅阪家所蔵の、明暗反転した画像が正像であり《雪山・
アタゴ》はネガ像であることが判明した22）。
　また、本調査ではフォトグラムによる作品が確認されている。ゼラ
チン・シルバー・プリントではなく、サイアノタイプによるフォトグ
ラムも確認された（fig.4）。サイアノタイプによるフォトグラムの他に、
レリーフフォト23）も６点確認された（fig.5）。フォトグラム、レリー
フフォトといった技法は「新興写真」の時期以降に表現技法として用
いられた技法である。これまで、梅阪の作品に「新興写真」の影響は
指摘されていなかったが、「新興写真」の表現の影響を受けていた可
能性が出てきた。
　関連資料については、写真家としての活動に関する賞状が22点確認
された。浪華写真倶楽部や、全国規模の公募展での経歴を裏付ける資
料と言える。また、同時代資料には表れない経歴を示す賞状も確認さ
れている。とりわけ、虹影倶楽部での活動に関する賞状は、初期の写
真家としての経歴を明らかにとする上での重要な資料となる。この他、
梅本里一、梅村松山と記名された、虹影倶楽部発行の賞状が各１点確
認された。
　以上、梅阪家調査において確認された資料の内、特筆すべき資料を
挙げた。その他作品、資料の個々の紹介は、点数が膨大なものになる
ため、機会を改めたい。
　また、和子氏のご好意のもとで、梅阪鶯里（本名・梅吉）の戸籍謄
本を見せて頂くことができた。戸籍謄本の記載事項から、生没年月日
がこれまで知られていたものとは異なることが判明した。これらに基
づき、年表を作成した（付属資料３参照）。

III. 調査を終えて

　梅阪家における鶯里の作品・資料調査を行い、これまで公的機関の
所蔵品として確認されていた既知の106点に比べて実に2.5倍以上の点
数の写真作品、資料が確認された。この中には、年記を伴った作品も
多くあり、公的機関の収蔵品や同時代資料では確認されなかった1935

（昭和10）年以降の年記を伴った作品も多数見られた。また、初期の
制作活動を知りえる作品・資料や、これまでほとんど把握されていな
かった戦後に制作された作品が確認されたことは、本調査の大きな収
穫である。これらの作品を精査することによって、公的機関に収蔵さ
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れた作品に加えれば、表現の変遷をたどり得る可能性が生じたと言え
る。加えて、題不詳、制作年不詳の作品についても、今回の調査で存
在が明らかになった『鶯里画集』の目録によって、今後明らかにする
ことが可能なものがさらに増えるであろう。
　また、同目録から、晩年までゴム印画によって作品を制作していた
ことが明らかになった。ゴム印画は、1930（昭和５）年頃を境に急速
に広まった「芸術写真」の後に続く表現動向である「新興写真」の時
代においてはほとんど用いられることがない印画技法であった。その
ため、梅阪の写真家としての経歴は1930年代以降、明確なことが判明
していなかったが、ゴム印画を中心とした作品制作を行っていたこと
になる。しかし、主としてゴム印画による作品を晩年まで制作してい
たことが明らかになった一方で、２つの新たな問題も生じてきた。１
点目に、撮影年と制作年が異なる作品が散見された点である。これは、
現段階では、実際にどの程度存在するのか明確ではない。しかし、梅
阪の表現変遷を追う上で念頭に置かなければならない点であろう。２
点目に、1950年代後半から1960年代前半（昭和30年代）の年記を伴っ
た作品が、本調査で確認されなかった点である。現段階では、この時
期の活動の実態を示す作品や資料が発見されていない。今後、梅阪の
作品を個々に分析することによって、この２点の問題について考察す
ることが筆者の課題となるに違いない。また、それらを考察すること
によって、制作年代不詳の作品についても制作年代を特定できる可能
性が出てくるではないだろうか。

註：
１）�1910年に養子となっており、正確な出生地は確認できなかった。現在確

認することのできる梅阪の戸籍謄本による本籍は大阪市東淀川区東淡路
四丁目二十六番となっている。

２）戸籍謄本記載による。
３）�「写壇フース・フー」『アサヒカメラ』1926年10月号、p.407に「十年前

より斯道［写真］の研鑽に志し」たと記されていることから、1916年前
後から写真を撮り始めたと考えられる。

４）�同倶楽部の主幹で、日本一藤井写真機店の店主であった藤井藤次郎は写
真材料商組合を組織し、組長を務めていた人物である。後に、米谷紅浪
とともに、全関西写真連盟の設立を主唱し、同連盟の委員となった。米
谷紅浪とも親しい人物であったと考えられる。（越智修・福田静雄（監）

『全関西写壇50年史』、全日本写真連盟関西本部、1976年、p.320参照）
５）�田中翔介（編）『関西写真家たちの軌跡100年』、関西写真家たちの軌跡

展実行委員会、2007年、p.169
６）前掲書、『関西写真家たちの軌跡100年』、p.169
７）�1926年に開催された第１回日本写真美術展で第１部第１科推薦３席、日

本写真サロンで特選１席、翌27年に開催された第２回日本写真美術展で
第１部第１科推薦１席（文部大臣賞）、第１回国際写真サロンで入選、
第２回日本写真大サロンで特選を受賞している。

８）�ピグメント印画法の１つ。重クロム酸カリとアラビアゴムの混合液に水
彩絵の具を加えた感光性溶液を紙に塗布し、日光で焼き付ける。光の当
たり具合に比例して混合液が硬化し、これを水に浸けて硬化しなかった
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部分を洗い流す。一度の工程では十分な濃度が得られないため、この工
程を数度繰り返す。また、水に浸している間に不要な部分をブラシなど
でこすり落すことも可能であった。

９）�例えば、1926年の第１回日本写真サロンで特選を受賞した《芦》は、審
査員であった秋山轍輔や福森白洋がゴム印画の技術力を賞賛している。
この他にも、梅阪の作品に対する評価を概観すると、ゴム印画の技術力
を賞賛する評価が多く見られる。

10）�これまで、戦後には1968（昭和43）年に日本写真家協会主催で開催された「写
真100年展」に《雨後》、《芍薬》、《炎天》の３点を出品したことが確認さ
れていた。また、『鶯里画集』の目録に《妙高》（半切/no.6）が「戦後浪
華写真倶楽部展」と記されており、戦後に発表された可能性を示している。

11）戸籍謄本記載による。
12）�公的機関の所蔵する梅阪作品についての論考は拙稿、「梅阪鶯里考─

日本写真美術展出品作品を中心に」『日本写真芸術学会誌』17巻１号、
2008年、pp.27-41を参照されたい。

13）�東京工芸大学所蔵の所蔵品は、東京工芸大学の前身である東京写真専門
学校の教授であった小野隆太郎（1885-1965）の旧蔵資料に含まれてい
たとされ、小野と梅阪の間で直接授受のあった作品であると考えられる。

14）�「芸術写真」の時代に多用された絵画的な雰囲気を得るために用いられた、
顔料（ピグメント）により画像を形成する印画技法。ゴム印画、オイル
印画、ブロムオイル印画、カーボン印画などが代表的なピグメント印画
法である。

15）�緒川直人、「アマチュア写真家野々村藤助と明治30年代写真史の再検討」
『文化資源学』５号、2006年、p.63参照

16）�2008年１月29日、2008年２月28日、2008年５月17日、2008年9月20日の4
度にわたって実施した。

17）�付属資料１に示した作品数に、梅阪家において確認された、自製のアル
バム５冊に収められた90点のゼラチン・シルバー・プリントを加えた
467点を総数とした。

18）�リストの順序に関しては、凡例を参照。また、梅阪の経歴に沿って、浪
華写真倶楽部以前の時代、浪華写真倶楽部時代、銀鈴社時代、「サロン」
時代、戦後、その他に大別した。また、写真館時代と考えられる写真、
特殊技法による写真は現段階では制作年代が判然としないため、これら
とは別項目を設けた。
　また、『鶯里画集』のリストを整理し、資料2に示した。目録番号、題
名、技法、その他記載1、2の記述に関しては、鶯里画集リストの記載に
従った。制作年のみは、読み易さを考慮して漢数字を算数字に改めた。

19）�作品の裏書き等の記述と比較すると、梅阪の直筆である可能性が高い。
また、梅阪和子氏によれば、おそらく鶯里の筆跡であり、鶯里以外の人
物が目録を制作した可能性は低いということであった。

20）�このうち、《五龍》（資料no.323、ゴム印画、221×291mm）は、『鶯里画
集』四切/no.15の台紙に張られた状態で帙に収められていた。

21）�《題不詳（淡雪）》は昭和３年の年記が伴っており、《雪の朝》は昭和18
年の年記が伴っている。図様から、この２点は同一のネガ、あるいは同
時期に撮影されたネガから制作されており、ネガを左右反転させ、トリ
ミングを施している。

22）�尚、資料no.101、102のイメージは、当館所蔵の《題不詳（山岳風景）》（資
料no.100）の右上部分と図様が対応していることが本調査により確認された。

23）�ネガ原板から、密着焼付けによりポジ像の原板を作成する。これとネガ
原板をややずらして重ね、輪郭の食い違いを生じさせた状態で印画を行
い、レリーフ（浮彫）調の効果を得る表現技法である。
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裏
面

に
年

記
鶯

里
画

集
（

四
切

）
目

録
no

.24
の

コ
ピ

ー
付

属
日

本
大

学
芸

術
学

部

47
《

穂
高

川
・

晩
秋

》
19

27
年

頃
ゴ

ム
印

画
19

9×
27

6
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

48
題

不
詳

（
疎

林
）

19
20

年
‐

19
28

年
頃

ブ
ロ

ム
オ

イ
ル

印
画

25
0×

35
0

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
エ

ン
ボ

ス
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

49
題

不
詳

（
鈴

川
ニ

テ
）

19
20

年
‐

19
28

年
頃

ゴ
ム

印
画

10
2×

14
9

東
京

都
写

真
美

術
館

50
題

不
詳

（
冬

枯
）

19
27

年
頃

ゴ
ム

印
画

29
3×

39
4

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

東
京

都
写

真
美

術
館

51
《

冬
・

松
本

郊
外

》
19

27
年

頃
ゴ

ム
印

画
10

7×
15

7
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
東

京
都

写
真

美
術

館
52

《
冬

・
松

本
郊

外
》

19
27

年
頃

ゴ
ム

印
画

10
7×

15
7

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

53
題

不
詳

（
風

景
）

19
27

年
ゴ

ム
印

画
20

5×
29

4
裏

面
に

年
記

東
京

都
写

真
美

術
館

54
《

暁
靄

》
19

27
年

ゴ
ム

印
画

33
4×

47
6

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
東

京
都

写
真

美
術

館
55

題
不

詳
（

朝
顔

）
19

27
年

ゴ
ム

印
画

42
5×

31
8

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
56

題
不

詳
（

竹
林

）
19

20
年

‐
19

27
年

頃
ゴ

ム
印

画
31

0×
39

0
鶯

里
画

集
（

半
切

）
目

録
no

.９
の

コ
ピ

ー
付

属
横

浜
美

術
館

57
題

不
詳

（
竹

林
）

19
20

年
‐

19
27

年
頃

ブ
ロ

ム
オ

イ
ル

印
画

18
6×

36
6

東
京

都
写

真
美

術
館

58
題

不
詳

（
塀

）
19

27
年

ゴ
ム

印
画

31
7×

41
3

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
59

題
不

詳
（

炎
天

）
19

27
年

頃
GS

P
19

7×
24

4
60

題
不

詳
（

港
湾

風
景

）
19

27
年

ゴ
ム

印
画

33
4×

40
8

イ
メ

ー
ジ

左
上

に
サ

イ
ン

・
年

記
61

題
不

詳
（

子
ど

も
）

19
27

年
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
印

画
19

0×
25

0
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪
鶯
里
作
品
リ
ス
ト
　
III
. 銀
鈴
社
時
代
　
19
28
‐
19
30
年

62
《

戸
隠

街
道

》
19

28
年

ブ
ロ

ム
オ

イ
ル

印
画

26
4×

41
2

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
エ

ン
ボ

ス
鶯

里
画

集
（

半
切

）
目

録
no

.21
の

コ
ピ

ー
付

属
横

浜
美

術
館

63
《

菊
》

19
28

年
ゴ

ム
印

画
33

0×
40

0
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家

64
《

菊
》

19
28

年
ゴ

ム
印

画
33

1×
40

0
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
鶯

里
画

集
（

半
切

）
目

録
no

.16
の

コ
ピ

ー
付

属
横

浜
美

術
館

65
《

三
保

浦
》

19
36

年
ゴ

ム
印

画
29

5×
40

5
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

鶯
里

画
集

（
半

切
）

no
.45

梅
阪

家

66
題

不
詳

（
波

）
19

28
年

ブ
ロ

ム
オ

イ
ル

印
画

33
2×

49
5

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
梅

阪
家
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67
題

不
詳

（
波

）
19

28
年

頃
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
印

画
23

2×
39

6
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

エ
ン

ボ
ス

梅
阪

家
68

題
不

詳
（

波
）

19
28

年
頃

GS
P

24
0×

30
9

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家
69

題
不

詳
（

滝
）

19
28

年
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
印

画
52

8×
37

4
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家
70

題
不

詳
（

滝
）

19
29

年
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
印

画
56

1×
34

2
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

東
京

都
写

真
美

術
館

71
題

不
詳

（
滝

）
19

28
年

‐
19

29
年

頃
GS

P
29

7×
21

4
梅

阪
家

72
題

不
詳

（
滝

）
19

28
年

‐
19

29
年

頃
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
印

画
55

8×
37

6
梅

阪
家

73
題

不
詳

（
滝

）
19

28
年

‐
19

29
年

頃
GS

P
18

2×
13

0
大

阪
市

立
近

代
美

術
館

建
設

準
備

室
74

題
不

詳
（

滝
）

19
28

年
‐

19
29

年
頃

GS
P

20
8×

15
3

梅
阪

家
75

題
不

詳
（

紅
葉

）
19

28
年

‐
19

29
年

頃
ゴ

ム
印

画
24

2×
30

0
梅

阪
家

76
題

不
詳

（
稲

穂
）

19
28

年
ゴ

ム
印

画
29

0×
39

5
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家

77
《

き
び

》
19

33
年

ゴ
ム

印
画

31
8×

41
5

19
28

年
こ

ろ
撮

影
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

大
阪

市
立

近
代

美
術

館
建

設
準

備
室

78
題

不
詳

（
風

景
）

19
28

年
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
・

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
17

0×
22

0
（

22
8×

27
5）

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
梅

阪
家

79
《

凩
》

19
28

年
ゴ

ム
印

画
21

0×
28

2
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

鶯
里

画
集

（
四

切
）

目
録

no
.29

の
コ

ピ
ー

付
属

横
浜

美
術

館

80
題

不
詳

（
川

の
あ

る
風

景
）

19
28

年
ゴ

ム
印

画
10

8×
15

7
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

東
京

都
写

真
美

術
館

81
《

吹
雪

・
信

越
柏

原
ニ

テ
》

19
28

年
‐

19
30

年
頃

ゴ
ム

印
画

22
2×

29
5

鶯
里

画
集

（
四

切
）

no
.16

梅
阪

家

82
題

不
詳

（
吹

雪
・

信
越

柏
原

ニ
テ

）
19

28
年

‐
19

30
年

頃
ゴ

ム
印

画
16

9×
25

0
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
東

京
都

写
真

美
術

館

83
題

不
詳

（
風

景
）

19
28

年
‐

19
30

年
頃

GS
P

15
4×

22
0

no
.84

の
ト

リ
ミ

ン
グ

し
た

も
の

梅
阪

家

84
題

不
詳

（
風

景
）

19
35

年
‐

19
45

年
頃

ゴ
ム

印
画

30
5×

34
2

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

no
.83

を
左

右
反

転
さ

せ
た

イ
メ

ー
ジ

梅
阪

家

85
題

不
詳

（
雪

の
日

）
19

28
年

頃
ゴ

ム
印

画
27

5×
38

3
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

86
題

不
詳

（
田

園
風

景
）

19
30

年
ゴ

ム
印

画
34

3×
52

2
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家
87

題
不

詳
（

雪
の

朝
）

19
28

年
頃

GS
P

13
0×

18
1

梅
阪

家
88

題
不

詳
（

雪
の

朝
）

19
28

年
ゴ

ム
印

画
37

3×
52

9
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

横
浜

美
術

館

89
《

雪
ノ

朝
》

19
43

年
ゴ

ム
印

画
33

6×
42

4
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

鶯
里

画
集

（
半

切
）

目
録

no
.19

の
コ

ピ
ー

付
属

横
浜

美
術

館

90
題

不
詳

（
静

物
）

19
20

年
‐

19
28

年
頃

ブ
ロ

ム
オ

イ
ル

印
画

34
4×

27
4

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
エ

ン
ボ

ス
梅

阪
家

91
題

不
詳

（
白

椿
）

19
29

年
頃

GS
P

11
3×

15
9

梅
阪

家

92
《

白
椿

》
19

29
年

ゴ
ム

印
画

30
0×

39
3

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

鶯
里

画
集

（
半

切
）

目
録

no
.29

の
コ

ピ
ー

付
属

横
浜

美
術

館

93
《

鯉
の

ぼ
り

》
19

29
年

ゴ
ム

印
画

30
6×

38
8

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
東

京
工

芸
大

学
芸

術
学

部

94
《

鯉
の

ぼ
り

》
19

29
年

ゴ
ム

印
画

30
0×

39
0

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

裏
面

に
「

鯉
の

ぼ
り

」
の

書
き

込
み

大
阪

市
立

近
代

美
術

館
建

設
準

備
室

95
《

唐
瓜

》
19

29
年

ゴ
ム

印
画

29
9×

39
3

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
東

京
工

芸
大

学
芸

術
学

部

96
《

唐
瓜

》
19

29
年

頃
ゴ

ム
印

画
30

5×
38

7
イ

メ
ー

ジ
左

上
に

サ
イ

ン
鶯

里
画

集
（

半
切

）
目

録
no

.28
の

コ
ピ

ー
付

属
横

浜
美

術
館

97
題

不
詳

（
菜

の
花

）
19

29
年

ゴ
ム

印
画

23
3×

29
2

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
梅

阪
家

98
題

不
詳

（
菜

の
花

）
19

29
年

ゴ
ム

印
画

23
0×

28
8

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
梅

阪
家

99
題

不
詳

（
海

浜
風

景
）

19
29

年
頃

ゴ
ム

印
画

28
6×

38
1

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家
10

0
題

不
詳

（
山

岳
風

景
）

19
29

年
ゴ

ム
印

画
13

8×
53

8
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

東
京

都
写

真
美

術
館

10
1

題
不

詳
（

山
岳

風
景

）
19

29
年

頃
GS

P
22

9×
28

0
梅

阪
家

10
2

題
不

詳
（

山
岳

風
景

）　
19

29
年

頃
ゴ

ム
印

画
21

6×
29

8
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家
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10
3

《
雪

山
・

ア
タ

ゴ
》

19
29

年
頃

ゴ
ム

印
画

26
9×

39
3

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

東
京

都
写

真
美

術
館

10
4

題
不

詳
（

雪
山

・
ア

タ
ゴ

）
19

29
年

頃
ゴ

ム
印

画
26

5×
39

4
日

本
大

学
芸

術
学

部
10

5
題

不
詳

（
山

岳
風

景
）

19
29

年
ゴ

ム
印

画
25

5×
52

7
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家
10

6
題

不
詳

（
山

岳
風

景
）

19
29

年
ゴ

ム
印

画
25

6×
52

8
横

浜
美

術
館

10
7

題
不

詳
（

砂
丘

）
19

28
年

‐
19

30
年

頃
ゴ

ム
印

画
24

4×
40

7
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

10
8

《
聖

観
音

立
像

》
19

29
年

ゴ
ム

印
画

41
3×

19
6

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
「

聖
観

音
立

像
写

於
法

隆
寺

昭
和

四
年

」
の

書
き

込
み

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
東

京
都

写
真

美
術

館

10
9

題
不

詳
（

法
隆

寺
壁

画
）

19
29

年
頃

ブ
ロ

ム
オ

イ
ル

印
画

40
3×

29
6

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家
11

0
題

不
詳

（
法

隆
寺

壁
画

）
19

29
年

頃
GS

P
31

3×
25

6
ネ

ガ
像

梅
阪

家
11

1
題

不
詳

（
法

隆
寺

壁
画

）
19

29
年

頃
GS

P
40

5×
28

0
ネ

ガ
像

梅
阪

家

11
2

題
不

詳
（

法
隆

寺
三

尊
像

）
19

29
年

頃
GS

P
17

6×
13

2
（

30
4×

25
5）

梅
阪

家

11
3

題
不

詳
（

法
隆

寺
三

尊
像

）
19

32
年

GS
P

17
6×

13
5

（
22

2×
15

0）
右

下
余

白
に

サ
イ

ン
裏

面
に

「
三

二
.三

　
ベ

ロ
ナ

」
の

書
き

込
み

梅
阪

家

11
4

《
三

尊
像

・
法

隆
寺

》
19

29
年

頃
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
印

画
29

4×
23

8
鶯

里
画

集
（

四
切

）
no

.34
梅

阪
家

11
5

《
中

宮
寺

・
額

》
19

30
年

ゴ
ム

印
画

34
3×

31
3

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
イ

メ
ー

ジ
左

下
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美
術

館
26

4
題

不
詳

（
菊

花
）

19
42

年
頃

GS
P

18
2×

13
0

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家
26

5
題

不
詳

（
菊

花
）

19
42

年
頃

GS
P

29
9×

20
6

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家
26

6
題

不
詳

（
菊

花
）

19
42

年
ゴ

ム
印

画
42

0×
28

2
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

東
京

都
写

真
美

術
館

26
7

題
不

詳
（

菊
花

）
19

42
年

ゴ
ム

印
画

42
0×

28
2

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
梅

阪
家

26
8

題
不

詳
（

菊
花

）
19

42
年

頃
GS

P
24

4×
20

0
梅

阪
家

26
9

題
不

詳
（

菊
花

）
19

42
年

頃
GS

P
22

3×
15

3
梅

阪
家

27
0

題
不

詳
（

菊
花

）
19

42
年

頃
GS

P
18

0×
13

0
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
大

阪
市

立
近

代
美

術
館

建
設

準
備

室
27

1
題

不
詳

（
桜

）
19

43
年

頃
ゴ

ム
印

画
31

2×
23

4
梅

阪
家

27
2

題
不

詳
（

桜
）

19
43

年
ゴ

ム
印

画
20

0×
28

8
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

鶯
里

画
集

（
四

切
）

目
録

no
.22

の
コ

ピ
ー

付
属

日
本

大
学

芸
術

学
部

27
3

題
不

詳
（

桜
）

19
35

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

11
3×

15
9

梅
阪

家

27
4

題
不

詳
（

桜
と

屋
根

）
19

35
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
29

2×
20

2
（

30
9×

20
2）

梅
阪

家

27
5

題
不

詳
（

コ
ス

モ
ス

）
19

40
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
31

3×
23

2
梅

阪
家

27
6

題
不

詳
（

コ
ス

モ
ス

）
19

40
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
24

6×
30

5
梅

阪
家

27
7

題
不

詳
（

コ
ス

モ
ス

）
19

40
年

‐
19

45
年

頃
ゴ

ム
印

画
30

9×
41

5
梅

阪
家
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27
8

題
不

詳
（

百
合

）
19

40
年

‐
19

45
年

頃
ゴ

ム
印

画
21

4×
15

0
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

27
9

題
不

詳
（

白
樺

）
19

43
年

頃
GS

P
15

7×
10

6
梅

阪
家

28
0

題
不

詳
（

白
樺

）
19

43
年

頃
ゴ

ム
印

画
43

0×
28

8
（

45
9×

30
4）

梅
阪

家

28
1

題
不

詳
（

白
樺

）
19

43
年

ゴ
ム

印
画

42
5×

28
7

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
梅

阪
家

28
2

題
不

詳
（

白
樺

）
19

43
年

頃
ゴ

ム
印

画
16

1×
10

9
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
東

京
都

写
真

美
術

館
28

3
題

不
詳

（
白

樺
）

19
43

年
頃

ゴ
ム

印
画

42
8×

28
4

梅
阪

家
28

4
題

不
詳

（
白

樺
）

19
45

年
‐

19
66

年
頃

GS
P

20
2×

29
9

梅
阪

家
28

5
題

不
詳

（
白

樺
）

19
45

年
‐

19
66

年
頃

GS
P

20
3×

29
8

梅
阪

家
28

6
題

不
詳

（
白

樺
）

19
45

年
ゴ

ム
印

画
15

5×
20

8
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家
28

7
題

不
詳

（
白

樺
）

19
46

年
ゴ

ム
印

画
15

4×
20

9
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家

28
8

題
不

詳
（

白
樺

）
19

66
年

頃
ゴ

ム
印

画
15

5×
24

8
（

16
0×

26
1）

梅
阪

家

28
9

題
不

詳
（

白
樺

）
19

66
年

頃
ゴ

ム
印

画
30

9×
21

4
梅

阪
家

29
0

題
不

詳
（

白
樺

）
19

66
年

ゴ
ム

印
画

19
8×

29
7

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

鶯
里

画
集

（
四

切
）

no
.12

梅
阪

家

29
1

題
不

詳
（

白
樺

）
19

45
年

‐
19

66
年

頃
GS

P
19

8×
30

5
（

25
3×

30
5）

ネ
ガ

像
梅

阪
家

29
2

題
不

詳
（

白
樺

）
19

45
年

頃
GS

P
18

2×
11

8
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
大

阪
市

立
近

代
美

術
館

建
設

準
備

室
29

3
題

不
詳

（
白

樺
）

19
45

年
頃

GS
P

24
5×

16
0

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家

29
4

題
不

詳
（

白
樺

）
19

45
年

頃
GS

P
30

7×
20

6
（

30
7×

21
2）

梅
阪

家

29
5

題
不

詳
（

白
樺

）
19

45
年

頃
ゴ

ム
印

画
21

7×
13

8
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
裏

面
に

別
イ

メ
ー

ジ
梅

阪
家

29
6

題
不

詳
（

白
樺

）
19

45
年

頃
GS

P
21

8×
27

3
梅

阪
家

29
7

題
不

詳
（

白
樺

）
19

45
年

頃
GS

P
21

7×
27

4
梅

阪
家

29
8

題
不

詳
（

け
し

）
19

44
年

頃
GS

P
23

4×
21

6
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

29
9

題
不

詳
（

け
し

）
19

44
年

頃
GS

P
30

6×
25

3
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

30
0

題
不

詳
（

け
し

）
19

44
年

頃
GS

P
10

5×
75

（
14

0×
90

）
梅

阪
家

30
1

題
不

詳
（

け
し

）
19

44
年

頃
ゴ

ム
印

画
29

4×
23

4
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
東

京
都

写
真

美
術

館
30

2
題

不
詳

（
け

し
）

19
44

年
ゴ

ム
印

画
30

0×
24

1
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

梅
阪

家
30

3
題

不
詳

（
け

し
）

19
44

年
頃

ゴ
ム

印
画

29
0×

23
7

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

大
阪

市
立

近
代

美
術

館
建

設
準

備
室

30
4

題
不

詳
（

葱
）

19
40

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

27
7×

35
4

梅
阪

家
30

5
題

不
詳

（
葱

）
19

40
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
31

2×
36

9
梅

阪
家

30
6

題
不

詳
（

葱
）

19
40

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

21
1×

11
9

梅
阪

家
30

7
題

不
詳

（
と

う
も

ろ
こ

し
）

19
40

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

15
0×

11
3

大
阪

市
立

近
代

美
術

館
建

設
準

備
室

30
8

題
不

詳
（

と
う

も
ろ

こ
し

）
19

40
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
29

8×
23

6
梅

阪
家

30
9

題
不

詳
（

き
び

）
19

35
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
22

4×
30

9
梅

阪
家

31
0

題
不

詳
（

す
す

き
）

19
35

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

16
5×

13
0

大
阪

市
立

近
代

美
術

館
建

設
準

備
室

31
1

題
不

詳
（

す
す

き
と

鉄
線

）
19

35
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
18

3×
24

2
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

31
2

題
不

詳
（

す
す

き
と

鉄
線

）
19

35
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
20

6×
25

3
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

31
3

題
不

詳
（

す
す

き
と

鉄
線

）
19

35
年

‐
19

45
年

頃
ブ

ロ
ム

オ
イ

ル
印

画
23

6×
29

8
梅

阪
家

31
4

題
不

詳
（

雑
木

林
）

19
44

年
ゴ

ム
印

画
29

1×
42

1
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
・

年
記

東
京

都
写

真
美

術
館

31
5

題
不

詳
（

雑
木

林
）

19
40

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

26
9×

40
1

梅
阪

家
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31
6

題
不

詳
（

麦
）

19
35

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

21
2×

29
9

梅
阪

家
31

7
題

不
詳

（
川

）
19

35
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
26

4×
35

3
梅

阪
家

梅
阪
鶯
里
作
品
リ
ス
ト
　
V
. 戦
後

31
8

題
不

詳
（

コ
ス

モ
ス

）
19

49
年

頃
GS

P
12

2×
16

6
大

阪
市

立
近

代
美

術
館

建
設

準
備

室

31
9

題
不

詳
（

コ
ス

モ
ス

）
19

49
年

頃
GS

P
15

1×
18

9
（

25
5×

31
0）

梅
阪

家

32
0

題
不

詳
（

コ
ス

モ
ス

）
19

49
年

ゴ
ム

印
画

24
4×

29
3

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

・
年

記
鶯

里
画

集
（

四
切

）
no

.32
梅

阪
家

32
1

題
不

詳
（

コ
ス

モ
ス

）
紙

ネ
ガ

19
49

年
GS

P
25

4×
30

4
裏

面
に

鉛
筆

で
レ

タ
ッ

チ
梅

阪
家

32
2

題
不

詳
（

戸
隠

山
）

19
52

年
ゴ

ム
印

画
31

7×
42

4
裏

面
に

年
記

東
京

都
写

真
美

術
館

所
蔵

32
3

《
五

龍
》

19
66

年
ゴ

ム
印

画
22

1×
29

1
鶯

里
画

集
（

四
切

）
no

.15
梅

阪
家

32
4

題
不

詳
（

五
龍

）
19

66
年

頃
GS

P
15

0×
21

7
梅

阪
家

32
5

題
不

詳
（

都
会

風
景

）
19

50
年

代
‐

60
年

代
頃

GS
P

24
6×

31
0

（
25

6×
31

0）
梅

阪
家

32
6

題
不

詳
（

都
会

風
景

）
19

50
年

代
‐

60
年

代
頃

GS
P

25
7×

31
1

梅
阪

家
32

7
題

不
詳

（
都

会
風

景
）

19
50

年
代

‐
60

年
代

頃
GS

P
19

3×
25

5
梅

阪
家

32
8

題
不

詳
（

都
会

風
景

）
19

50
年

代
‐

60
年

代
頃

GS
P

16
6×

14
2

（
27

9×
24

0）
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

32
9

題
不

詳
（

都
会

風
景

）
19

50
年

代
‐

60
年

代
頃

GS
P

21
8×

22
1

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家
33

0
題

不
詳

（
う

ど
ん

屋
）

不
詳

GS
P

11
5×

16
2

梅
阪

家
33

1
題

不
詳

（
静

物
）

不
詳

GS
P

13
7×

11
3

梅
阪

家
33

2
題

不
詳

（
夕

焼
け

）
不

詳
GS

P
15

2×
23

5
梅

阪
家

33
3

題
不

詳
（

榛
名

山
）

不
詳

ゴ
ム

印
画

17
2×

28
4

裏
面

に
別

イ
メ

ー
ジ

日
本

大
学

芸
術

学
部

33
4

題
不

詳
（

伊
豆

山
）

不
詳

ゴ
ム

印
画

24
2×

29
6

イ
メ

ー
ジ

右
下

に
サ

イ
ン

東
京

都
写

真
美

術
館

33
5

題
不

詳
（

浅
間

の
麓

）
不

詳
ゴ

ム
印

画
20

8×
29

5
東

京
都

写
真

美
術

館
梅

阪
家

33
6

題
不

詳
（

浅
間

の
麓

）
不

詳
ゴ

ム
印

画
20

9×
24

8
梅

阪
家

33
7

題
不

詳
（

戸
隠

）
不

詳
GS

P
22

5×
29

1
梅

阪
家

33
8

題
不

詳
（

戸
隠

）
不

詳
GS

P
14

8×
24

8
梅

阪
家

33
9

題
不

詳
（

戸
隠

）
不

詳
GS

P
14

1×
24

5
梅

阪
家

34
0

題
不

詳
（

戸
隠

）
不

詳
GS

P
60

×
18

3
茶

色
の

台
紙

に
貼

り
込

み
梅

阪
家

34
1

題
不

詳
（

戸
隠

）
不

詳
ゴ

ム
印

画
20

1×
40

4
東

京
都

写
真

美
術

館
34

2
題

不
詳

（
戸

隠
）

不
詳

ゴ
ム

印
画

28
0×

39
7

日
本

大
学

芸
術

学
部

34
3

題
不

詳
（

風
景

）
不

詳
GS

P
15

4×
24

5
梅

阪
家

34
4

題
不

詳
（

風
景

）
不

詳
GS

P
23

7×
30

0
梅

阪
家

34
5

題
不

詳
（

雪
山

）
不

詳
GS

P
16

6×
12

9
（

18
3×

13
1）

梅
阪

家

34
6

題
不

詳
（

雪
山

）
不

詳
GS

P
13

1×
18

3
梅

阪
家

34
7

題
不

詳
（

神
社

）
不

詳
GS

P
30

9×
22

6
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家

34
8

題
不

詳
（

縁
側

）
不

詳
GS

P
20

5×
23

2
梅

阪
家

34
9

題
不

詳
（

庭
の

笹
）

不
詳

GS
P

19
1×

28
7

梅
阪

家
35

0
題

不
詳

（
し

だ
れ

桜
）

不
詳

GS
P

11
9×

16
7

梅
阪

家
35

1
題

不
詳

（
し

だ
れ

桜
）

不
詳

GS
P

15
3×

21
0

梅
阪

家
35

2
題

不
詳

（
雪

と
笹

）
不

詳
GS

P
24

1×
30

9
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
梅

阪
家
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N
o.

資
　
　
　
料
　
　
　
名

制
　
作
　
年

技
　
　
法

サ
 イ
 ズ
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考
　
　
Ⅰ

所
　
　
蔵

35
3

題
不

詳
（

窓
際

の
鉢

植
）

不
詳

GS
P

36
3×

27
1

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

梅
阪

家
35

4
題

不
詳

（
藤

棚
）

不
詳

GS
P

11
3×

15
8

梅
阪

家

35
5

ア
ル

バ
ム

不
詳

GS
P

21
点

所
収

《
西

芳
寺

五
題

》（
６

点
）、

《
龍

安
寺

五
題

》
《

醍
醐

三
宝

院
七

題
》、

《
落

柿
舎

三
題

》
梅

阪
家

35
6

ア
ル

バ
ム

不
詳

GS
P

11
点

所
収

植
物

を
扱

っ
た

写
真

の
み

所
収

梅
阪

家

35
7

ア
ル

バ
ム

不
詳

GS
P

20
点

所
収

主
に

山
岳

、
疎

林
を

扱
っ

た
写

真
を

所
収

梅
阪

家

35
8

ア
ル

バ
ム

不
詳

GS
P

９
点

所
収

主
に

風
景

を
扱

っ
た

写
真

を
所

収
梅

阪
家

35
9

ア
ル

バ
ム

不
詳

GS
P

30
点

所
収

風
景

を
扱

っ
た

写
真

が
多

い
が

、
無

傾
向

梅
阪

家

梅
阪
鶯
里
作
品
リ
ス
ト
　
写
真
館
時
代

36
0

題
不

詳
（

女
性

像
）

19
33

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

16
3×

11
8

梅
阪

家
36

1
題

不
詳

（
女

性
像

）
19

33
年

‐
19

45
年

頃
GS

P
16

4×
12

2
梅

阪
家

36
2

題
不

詳
（

女
性

像
）

19
33

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

12
6×

85
（

15
6×

11
6）

梅
阪

家

36
3

題
不

詳
（

女
性

像
）

19
33

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

16
2×

12
0

梅
阪

家
36

4
題

不
詳

（
女

性
2人

像
）

19
33

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

25
1×

40
1

梅
阪

家
36

5
題

不
詳

（
2人

像
）

19
33

年
‐

19
45

年
頃

GS
P

25
0×

14
9

梅
阪

家

梅
阪
鶯
里
作
品
リ
ス
ト
　
特
殊
技
法
に
よ
る
写
真

36
6

題
不

詳
（

植
物

）
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
16

3×
11

4
（

16
8×

12
0）

イ
メ

ー
ジ

左
下

に
サ

イ
ン

フ
ォ

ト
グ

ラ
ム

梅
阪

家

36
7

題
不

詳
（

植
物

）
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
16

8×
12

1
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
フ

ォ
ト

グ
ラ

ム
梅

阪
家

36
8

題
不

詳
（

葉
）

19
30

年
代

‐
19

40
年

代
頃

GS
P

16
2×

11
4

（
16

8×
12

0）
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
フ

ォ
ト

グ
ラ

ム
梅

阪
家

36
9

題
不

詳
（

2枚
の

葉
）

19
30

年
代

‐
19

40
年

代
頃

GS
P

16
3×

11
4

（
16

8×
11

2）
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
フ

ォ
ト

グ
ラ

ム
梅

阪
家

37
0

題
不

詳
（

2枚
の

葉
）

19
30

年
代

‐
19

40
年

代
頃

GS
P

29
2×

21
1

フ
ォ

ト
グ

ラ
ム

梅
阪

家

37
1

題
不

詳
（

植
物

）
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
26

0×
31

0
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
フ

ォ
ト

グ
ラ

ム
梅

阪
家

37
2

題
不

詳
（

ね
こ

じ
ゃ

ら
し

）
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
24

6×
30

4
イ

メ
ー

ジ
左

下
に

サ
イ

ン
フ

ォ
ト

グ
ラ

ム
梅

阪
家

37
3

題
不

詳
（

蛸
）

19
30

年
代

‐
19

40
年

代
頃

GS
P

30
7×

25
4

フ
ォ

ト
グ

ラ
ム

梅
阪

家

37
4

題
不

詳
（

3枚
の

葉
）

19
30

年
代

‐
19

40
年

代
頃

サ
イ

ア
ノ

タ
イ

プ
16

5×
12

0
（

21
6×

16
6）

フ
ォ

ト
グ

ラ
ム

梅
阪

家

37
5

題
不

詳
（

葉
）

19
30

年
代

‐
19

40
年

代
頃

サ
イ

ア
ノ

タ
イ

プ
21

5×
16

5
（

39
7×

32
8）

フ
ォ

ト
グ

ラ
ム

梅
阪

家
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制
　
作
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技
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37
6

題
不

詳
（

葉
）

19
30

年
代

‐
19

40
年

代
頃

サ
イ

ア
ノ

タ
イ

プ
21

0×
16

1
（

30
2×

22
0）

余
白

左
下

に
サ

イ
ン

フ
ォ

ト
グ

ラ
ム

梅
阪

家

37
7

題
不

詳
（

風
景

）
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
25

3×
31

1
台

紙
右

下
に

サ
イ

ン
レ

リ
ー

フ
・

フ
ォ

ト
台

紙
に

貼
り

込
み

梅
阪

家

37
8

題
不

詳
（

風
景

）
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
29

5×
41

0
レ

リ
ー

フ
・

フ
ォ

ト
no

.32
7の

紙
ネ

ガ
と

思
わ

れ
る

梅
阪

家

37
9

題
不

詳
（

風
景

）
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
ゴ

ム
印

画
29

1×
41

0
（

29
1×

43
2）

梅
阪

家

38
0

題
不

詳
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
14

3×
18

9
レ

リ
ー

フ
・

フ
ォ

ト
梅

阪
家

38
1

題
不

詳
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
22

9×
30

0
レ

リ
ー

フ
・

フ
ォ

ト
no

.32
3の

ト
リ

ミ
ン

グ
違

い
梅

阪
家

38
2

題
不

詳
19

30
年

代
‐

19
40

年
代

頃
GS

P
25

2×
32

8
イ

メ
ー

ジ
右

下
に

サ
イ

ン
レ

リ
ー

フ
・

フ
ォ

ト
梅

阪
家
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梅
阪
鶯
里
関
係
資
料

資
料
名

年
　
　
記

備
　
　
考
　

１
《

水
仙

》
の

台
紙

no
.13

6に
付

属
し

て
い

た
台

紙
国

際
写

真
サ

ロ
ン

、
Ja

pa
n 

Ph
ot

o 
Sc

ha
u 

im
 W

ie
ne

r 
Ph

ot
o 

Cl
ub

 1
93

1
Ja

pa
n 

Ph
ot

o 
Sc

ha
u 

D
ez

em
be

r 
19

31
 G

ra
z, 

A
us

tr
ia

の
ラ

ベ
ル

付
属

２
鶯

里
画

集
（

四
切

）
帙

３
鶯

里
画

集
（

半
切

）
帙

４
鶯

里
画

集
（

四
切

）
目

録
５

鶯
里

画
集

（
半

切
）

目
録

６
賞

状
大

正
10

年
７

月
３

日
付

第
10

回
浪

華
写

真
倶

楽
部

展
で

の
《

冬
の

明
科

》
優

選
受

賞
状

７
謝

状
大

正
10

年
10

月
27

日
付

第
１

回
虹

影
倶

楽
部

展
に

お
い

て
委

員
を

務
め

た
こ

と
に

対
す

る
感

謝
状

８
賞

状
大

正
11

年
２

月
13

日
付

大
阪

朝
日

新
聞

社
主

催
第

１
回

優
秀

印
画

展
覧

会
で

の
《

雪
の

朝
》

入
選

賞
状

９
賞

状
大

正
11

年
４

月
付

大
阪

毎
日

新
聞

社
主

催
富

士
裾

野
撮

影
大

会
で

の
《

裾
野

の
冬

》
銀

賞
5席

受
賞

状
10

感
謝

状
大

正
11

年
５

月
付

け
大

丸
呉

服
店

主
催

文
化

博
覧

会
へ

の
出

品
感

謝
状

11
賞

状
大

正
11

年
７

月
16

日
付

第
11

回
浪

華
写

真
倶

楽
部

展
で

の
《

汽
車

の
窓

か
ら

木
曽

路
を

》
優

選
受

賞
状

12
賞

状
大

正
12

年
４

月
20

日
付

大
阪

朝
日

新
聞

社
主

催
第

２
回

優
秀

印
画

展
覧

会
で

の
《

雪
の

花
》

入
選

賞
状

13
賞

状
大

正
12

年
７

月
12

日
付

け
第

12
回

浪
華

写
真

倶
楽

部
展

で
の

《
越

路
の

初
冬

》
特

選
受

賞
状

14
委

託
状

大
正

15
年

３
月

１
日

付
全

関
西

写
真

連
盟

第
１

回
撮

影
競

技
大

会
の

審
査

員
委

託
状

15
賞

状
大

正
15

年
５

月
１

日
付

第
１

回
日

本
写

真
美

術
展

覧
で

の
《

夜
網

》
入

選
賞

状
16

賞
状

大
正

15
年

５
月

１
日

付
第

１
回

日
本

写
真

美
術

展
覧

で
の

《
薫

る
風

》
入

選
賞

状
17

賞
状

大
正

15
年

５
月

28
日

付
第

15
回

浪
華

写
真

倶
楽

部
展

で
の

《
湖

畔
の

秋
》

特
選

受
賞

状
18

賞
状

大
正

15
年

12
月

２
日

付
全

関
西

写
真

連
盟

主
催

第
１

回
写

真
大

サ
ロ

ン
で

の
《

芦
》

入
選

賞
状

19
賞

状
大

正
15

年
12

月
２

日
付

全
関

西
写

真
連

盟
主

催
第

１
回

写
真

大
サ

ロ
ン

で
の

《
芦

》
特

選
一

席
受

賞
状

20
賞

状
大

正
15

年
12

月
２

日
付

大
阪

朝
日

新
聞

社
よ

り
第

１
回

写
真

大
サ

ロ
ン

の
賞

金
贈

呈
状

21
賞

状
大

正
15

年
12

月
２

日
付

全
関

西
写

真
連

盟
主

催
第

１
回

写
真

大
サ

ロ
ン

で
の

《
春

雨
》

入
選

賞
状

22
賞

状
昭

和
２

年
５

月
１

日
付

大
阪

毎
日

新
聞

社
主

催
第

２
回

日
本

写
真

美
術

展
覧

で
の

《
山

雨
》

入
選

賞
状

23
賞

状
昭

和
２

年
６

月
付

大
阪

毎
日

新
聞

社
主

催
第

２
回

日
本

写
真

美
術

展
覧

で
の

《
暁

靄
》

文
部

大
臣

賞
受

賞
状

24
賞

状
昭

和
２

年
11

月
10

日
付

全
関

西
写

真
連

盟
主

催
第

２
回

日
本

写
真

大
サ

ロ
ン

で
の

《
炎

天
》

特
選

受
賞

状
25

感
謝

状
昭

和
４

年
11

月
16

日
付

北
陸

研
友

会
第

１
回

展
参

考
出

品
に

対
す

る
感

謝
状

26
賞

状
19

32
年

５
月

付
朝

日
新

聞
社

主
催

第
６

回
国

際
写

真
サ

ロ
ン

で
の

《
梅

》
の

入
選

賞
状

（
英

文
）

27
感

謝
状

昭
和

43
年

６
月

１
日

付
日

本
写

真
家

協
会

主
催

「
写

真
10

0年
」

展
出

品
に

対
す

る
感

謝
状

28
賞

状
大

正
11

年
２

月
13

日
付

大
阪

朝
日

新
聞

社
主

催
第

１
回

優
秀

印
画

展
覧

会
賞

状
　

梅
村

松
山

の
記

名
29

賞
状

大
正

11
年

２
月

13
日

付
大

阪
朝

日
新

聞
社

主
催

第
１

回
優

秀
印

画
展

覧
会

賞
状

　
梅

本
里

一
の

記
名

30
封

筒
昭

和
41

年
２

月
10

日
『

浪
』

へ
よ

せ
た

巻
頭

言
の

原
稿

が
入

っ
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

封
筒

。
浪

華
写

真
倶

楽
部

蔵
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■付属資料 2  『鶯里画集』目録

『鶯里画集』目録（四切）
目録番号 題名 制作年 技法 その他記載 その他記載２

1 湯元の雨 大正10年 オイルプリント 修美寺ニテ　 1921年
2 雪ノ花 信州穂高村
3 けし
4 雪空 昭和２年 松本郊外
5 冬の明科 槍詰［？］
6 冬ノ明科 四切
7 白馬 昭和12年 八切
8 百合 昭和14年 八切
9 妙高 八切
10 苔寺 昭和43年
11 同 同
12 白樺林 昭和41年 戸隠ニテ
13 妙高
14 山茶花 昭和41年
15 五龍 昭和41年
16 吹雪 信越柏原ニテ
17 芍薬 昭和６年 第六回日本写真美術展無鑑査
18 疎林
19 雨ノ温泉場 オイルプリント
20 紫陽花 昭和９年
21 櫻 日本写真美術展無鑑査
22 櫻
23 紫陽花
24 穂高川・晩秋
25 夜ノ温室 大正　　年
26 桔梗 昭和13年
27 梅花 昭和12年 日本写真美術展無鑑査
28 菊 昭和10年
29 凩 昭和３年 昭和４年銀鈴社展
30 飛鳥地方ニテ 昭和５年
31 葛城川の夏
32 コスモス 昭和24年
33 伊豆山
34 三尊像 法隆寺
35 舞妓 日本写真美術展無鑑査
36 水仙 昭和２年 第一回国際写真サロン
37 地蔵菩薩 昭和５年 秋篠寺
38 冬 松本郊外
39 鈴川ニテ 昭和３年 銀鈴社展
40 午後 ポスト　 生駒石切
41 冬の黒姫山麓
42 白樺
43 雨ノ温泉場 ブロモイル
44 浅間山麓
45 信濃路 昭和３年 銀鈴社展
46 伊吹山麓 小川
47 山科ニテ ブロモイル

番記なし 白樺 戸隠
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『鶯里画集』目録（半切）
目録番号 題名 制作年 技法 その他記載 その他記載2

1 炎天 第二回展特選
2 芦 朝日新聞第一回日本写真大サロン 特選　主席
3 田家ノ雪 大正11年 ブロモイル 天弓会展
4 因ノ島 大正13年 天弓会展
5 戦場ヶ原 昭和15年
6 妙高 戦後浪華写真倶楽部展
7 鯉幟 昭和５年 銀鈴社展
8 煙ノ都 大正13年 天弓会展
9 竹林 ゴム
10 飛雪 昭和16年 （近江伊吹山麓） 銀鈴社展
11 田家ノ雪 昭和４年 銀鈴社展
12 翁咲 昭和４年 銀鈴社展
13 雪 昭和９年 （能勢口）
14 きび 昭和３年 第三回銀鈴社展
15 霧 ブロモイル
16 菊
17 二見浦 無鑑査
18 焼岳 昭和10年 毎日新聞日本写真美術展無鑑査
19 雪ノ朝 昭和18年 （伊吹）
20 冬 ヤハタ
21 戸隠街道 昭和３年 銀鈴社展
22 柿
23 雪国 ソリ 浪展
24 菊花 昭和17年 （関学） 日本写真美術展無鑑査
25 雨後 昭和16年 （日光）
26 霧 天弓会展
27 越路ノ初冬 大正12年 第十二回浪展 特選一席
28 唐瓜 昭和５年 銀鈴社展
29 白椿 昭和４年 銀鈴社展
30 同
31 戸隠
32 満月 昭和７年
33 雪 枯木 小鳥
34 穂高 日本写真美術展無鑑査
35 戸隠
36 雪山 昭和５年 アタゴ 銀鈴社展
37 法隆寺聖観音 昭和４年 昭和5年銀鈴社展
38 中宮寺曼荼羅 昭和５年 昭和5年銀鈴社展
39 中宮寺如意輪観音 昭和５年 昭和5年銀鈴社展
40 中宮寺 額 昭和５年 昭和5年銀鈴社展
41 法華寺十一面観音 昭和７年
41 田の雪
42 白馬 槍 日本写真美術展無鑑査
42 雪の庭

43 雨後
昭和四十三年六月明治百年展
昭和の芸術写真トシテNHK教育テレビ放
送

（日本写真美術展無鑑査）

43 ひまわり
44 男体山
44 法隆寺
45 三保浦 昭和３年 銀鈴社展
45 雪の疎林 昭和16年
46 木立 信州
47 竹林 ブロモイル

■半切の目録では、no.41からno.45は重複している。
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■付属資料 3　梅阪鶯里関連年表

1900（明治33）
３月７日	 大阪市の北浜に父・徳次郎と母・フシの間に生まれる１）。

1910（明治43）
６月４日	 10歳の時に父・徳次郎の兄弟である直七と、その妻まつの養子となる２）。

1918（大正7）
大阪市南区日本橋にあった日本一藤井写真機店が主宰していたアマチュア写真団体の虹影倶楽部に入会３）。
藤井写真機店の店主、藤井藤治郎は後に全関西写真連盟の発足を主唱し、理事となった人物である４）。

1920（大正9）
10月	� 大阪時事新報社懸賞で《秋の朝》（四切・ブロムオイル印画）が２等を受賞する５）。梅阪が公に発表した初めて

の作品である。米谷紅浪は、大阪時事新報社懸賞を「写壇ルネサンス」の導火線となった展覧会と後に定義して
いる６）。

1921（大正10）
１月	� 15日発行の『写真界』（16巻１号）の新入会員紹介欄に、梅阪の入会が示されている。このことから、1920

年12月から1921年１月頃の入会と考えられる７）。
７月	� 第10回浪華写真倶楽部展に４点（内オイルプリント２点・ブロマイド紙２点）を出品。《冬の明科》（四切・

ブロマイド）が優選を受賞する８）。この年から浪華写真倶楽部展の会場の固定化が図られ、昭和26年まで大
阪三越を会場とする。

10月	 虹影倶楽部第１回展の委員を務める９）。
1922（大正11）

２月	� 大阪朝日新聞社主催優秀印画展に《雪の朝》（サイズ・技法不詳）を出品10）。同展は、全関西地域の写真団体
の作品を一同に会して展観しようという意図で企画されたものである。１団体10点の規定で、41団体が参加
した。この中から200点を選抜し、写真集が刊行された。この中には、梅阪の作品も所収されていたという11） 。

４月	 大阪毎日新聞社主催大毎富士撮影会の「富士なきもの」の部で、《裾野の冬》が銀賞５席を受賞12）。
５月	 大丸呉服店主催文化博覧会に出品（作品、技法等不詳）13）。
７月	 第11回浪華写真倶楽部展に《汽車の窓から木曽路を》（四切・ブロムオイル印画）を出品、優選を受賞する14）。
９月	� 虹影倶楽部創立5周年を機に開催された第２回虹影倶楽部展に《朝霧》（サイズ・技法不詳）を出品、優選を

１）戸籍謄本記載による。
２）戸籍謄本記載による。「梅阪直七同人妻まつの養子となる縁組届出明治四拾参年六月四日受附」
３）東京都写真美術館（監）、『日本の写真家─近代写真史を彩った人と伝記・作品目録』、東京、日外アソシエーツ、2005年、p.71
４）越智修・福田静男（監）、『全関西写壇五十年史』、大阪、全日本写真連盟関西本部、1976年、p.320
５）島岡華水（編）、『写真界』15巻１号、大阪、光画社、1920年、pp.2-3
６）米谷紅浪、「写壇今昔物語（15）」『写真月報』1937年11月号、p.41
７）島岡華水（編）、『写真界』16巻１号、大阪、光画社、1921年、p.12
８）前掲書、「写壇今昔物語（15）」、pp.47-50
９）虹影写真倶楽部発行の謝状（梅阪鶯里関連資料no.7、梅阪家蔵）による。
10）大阪朝日新聞社発行の賞状（梅阪鶯里関連資料no.8、梅阪家蔵）による。
11）前掲書、『全関西写壇五十年史』、p.129
12）大阪毎日新聞社発行の賞状（梅阪鶯里関連資料no.9、梅阪家蔵）による。
13）大丸呉服店発行の感謝状（梅阪鶯里関連資料no.10、梅阪家蔵）による。
14）�米谷紅浪、「写壇今昔物語（17）」『写真月報』1938年１月号、p.75、及び浪華写真倶楽部発行の賞状（梅阪鶯里関連資料no.11、

梅阪家蔵）による。
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受賞する15）。
11月	� 第１回天弓会展に《雪国》、《高原初冬》、《霧の朝》、《里の雪》、《池畔》（いずれもサイズ・技法不詳）を出品16）。

福原信三が「天弓会同人写真展覧会を観る」の中で、「西井、梅阪、福森、森氏等の個々については定評があるし、
（中略）横山、梶原、米谷諸氏のゴム、西井、梅阪、福森氏等のブロモイルに於ける卓越せる技能は愛友倶
楽部の諸氏と共に斯界に覇を称へるものである。」17） と述べており、梅阪がブロムオイル印画で一定の評価
を受けていた写真家であったことを窺わせる。

1923（大正12）
４月	 大阪朝日新聞社主催第２回優秀印画展に《雪の花》（サイズ・技法不詳）を出品18）。
	� 第12回東京写真研究会展に《裾野の冬》（半切・ブロムオイル印画）、《怒涛》（半切・ブロムオイル印画）を出品し、

《裾野の冬》が会員外の部4等を受賞する19） 。
６月３日	� 東京写真研究会が初の大阪展観に際して、今橋ホテルで開いた懇親会に出席20）。記録上、秋山轍輔、小野隆

太郎ら関東の写真家と初めて交流を持った機会となる。
７月	 第12回浪華写真倶楽部展に《越路の初冬》（半切・ゴム印画）を出品、第１部特選１席を受賞する21）。
８月	 浪華写真倶楽部が銀座資生堂で初の東京展観を行う。これに際して梅阪は、東京へ初上京する22）。

1924（大正13）
４月	� 第２回天弓会展に《霧深き朝》、《黒姫山の麓》、《麓の秋》、《船着場》（いずれもサイズ・技法不詳）などを出品23）。
７月	 第13回浪華写真倶楽部展に《少女》、《早春の光》（いずれもサイズ・技法不詳）を出品24）。
９月	 浪華写真倶楽部東京展に《少女》（サイズ・技法不詳）を出品25）。
11月	� 第３回天弓会展に《深山紅葉二題》、《雪国の印象》、《煙の都》、《山里雪晴》（いずれもサイズ・技法不詳）を出品26）。

森一兵が「第２回天弓会展同人評」の中で「梅阪鶯里子
ママ

のゴム三、オイル一、ブロ一、ゴムの技法は益々練
熟して美しいもので隅から隅まで手が届いている」27）と評価している。ゴム印画による作品の評価が、この
頃から高まっていったと考えられる。

1925（大正14）
２月15日	 天弓会同人発起の「玉村騎兵慰卸藉野外撮影会」に参加（尾張知多半島亀崎）28）。
４月18日	 東京写真研究会大阪展観に際し開かれた懇親会に出席（灘万ホテル）29）。
４月19日	 浪華写真倶楽部・東京写真研究会合同撮影会に参加（奈良公園）30）。

15）前掲書、「写壇今昔物語（17）」、p.79
16）前掲書、「写壇今昔物語（17）」、p.80
17）本引用は原典にあたることができなかったため、前掲書、「写壇今昔物語（17）」、pp.83-84より引用した。
18）大阪朝日新聞社発行の賞状（梅阪鶯里関連資料no.12、梅阪家蔵）による。
19）秋山轍輔（編）、『写真月報』1923年５月号、東京、写真月報社、p.38
20）秋山轍輔（編）、『写真月報』1923年７月号、東京、写真月報社、pp.60-62
21）前掲書、「写壇今昔物語（18）」、p.53、及び浪華写真倶楽部発行の賞状（梅阪鶯里関連資料no.13、梅阪家蔵）による。
22）前掲書、「写壇今昔物語（18）」、p.59-60
23）米谷紅浪、「写壇今昔物語（19）」『写真月報』1938年３月号、p.58
24）秋山轍輔（編）、『写真月報』1924年８月号、東京、写真月報社、p.78
25）�秋山轍輔（編）、『写真月報』1924年10月号、p.69。同年７月に開催された第13回浪華写真倶楽部展に出品された《少女》と同一

作品であるかについては不詳である。
26）前掲書、「写壇今昔物語（19）」、p.66
27）本引用は原典にあたることができなかったため、前掲書、「写壇今昔物語」（18）、p.59より引用した。
28）前掲書、「写壇今昔物語（19）」、p.68
29）秋山轍輔（編）、『写真月報』1925年５月号、東京、写真月報社、p.67-68
30）秋山轍輔（編）、『写真月報』1925年５月号、東京、写真月報社、p.70-71
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５月	 第14回浪華写真倶楽部展に、《新緑》（半切・ゴム印画）が特選２席を受賞する31）。
７月	 『日本写真年鑑第一年版』に《早春》が掲載される32）。
11月	 浪華写真倶楽部東京展に《早春》、《高石の浜》、《新緑の古都》、《山路》（いずれもサイズ・技法不詳）を出品33）。
11月	 第４回天弓会展に《山岳の雨》、《朝の海》、《春の朝》（いずれもサイズ・技法不詳）を出品34）。
11月	 浪華写真倶楽部、東京写真研究会、愛友写真倶楽部、静岡玄光社による静岡での合同撮影会に参加35）。

1926（大正15）
１月７日	 大阪ホテルで小野隆太郎が開催した、グリュー印画の研究会合に参加36）。
３月	� 全関西写真連盟主催第１回展覧会の審査員を務める。他には米谷紅浪、淵上白陽、　 森白洋らが審査員を務めた37）。
５月	� 第１回日本写真美術展に《夜網》（全紙・ゴム印画）、《薫る風》（サイズ・技法不詳） を出品し、《夜網》が第

１部第１科推薦（本社推薦賞・オリエント賞）を受賞、《薫る風》が入選38）。
５月	 第15回浪華写真倶楽部展で《湖畔の秋》（サイズ不詳・ゴム印画）が特選を受賞39）。
６月	 『日本写真年鑑第二年版』に《秋の山》（サイズ・技法不詳）が掲載される40）。
11月	� 全関西写真連盟主催第１回写真大サロンに《芦》（サイズ不詳・ゴム印画）、《春雨》（サイズ・技法不詳）を出品。

《芦》が特選１席を受賞、《春雨》が入選41）。
1927（昭和２）

１月	 『アサヒカメラ』１月号に《芦》が掲載される42）。
５月	 『第一回写真大サロン』に《芦》が掲載される43）。
５月	 全日本写真連盟主催第１回国際写真サロンに《冬枯》（290×395mm・ゴム印画）出品44）。
	 第16回浪華写真倶楽部展開催。毎年出品していたが、この年は未出品45）。
	� 第２回日本写真美術展に《暁靄》（全紙・ゴム印画）、《山雨》（サイズ・技法不詳）を出品。《暁靄》が第１

部第１科の最高賞である文部大臣賞を受賞46）。
６月	 『第一回国際写真サロン』に《冬枯》が掲載される47）。

31）米谷紅浪、「写壇今昔物語（20）」『写真月報』1938年４月号、東京、写真月報社、p.64
32）成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第一年版』、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、1925年、p.8
33）秋山轍輔（編）、『写真月報』1925年12月号、東京、写真月報社、p.88
34）前掲書、「写壇今昔物語（20）」、p.72-73
35）秋山轍輔（編）、『写真月報』1926年１月号、東京、写真月報社、p.66-67
36）秋山轍輔（編）、『写真月報』1926年２月号、東京、写真月報社、p.73
37）�秋山轍輔（編）、『写真月報』、1926年４月号、東京、写真月報社、p.86、及び全関西写真連盟発行の委託状（梅阪鶯里関連資料

no.14）による。
38）�『大阪毎日新聞』1926年５月１日号、秋山轍輔（編）、『写真月報』1926年６月号、東京、写真月報社、p.56、及び日本写真美術

展覧会発行の賞状（梅阪鶯里関連資料no.15,16、梅阪家蔵）による。尚、この後に刊行された淵上白陽（編）、『日本写真美術年
鑑第一年版』、神戸、日本写真美術年鑑刊行会、1926年、p.57に《夜網》が掲載されているが、本調査では国立国会図書館所蔵
のマイクロフィッシュ資料での確認となり、同資料には奥付がないため、刊行月を特定することができなかった。

39）�秋山轍輔（編）、『写真月報』1926年８月号、東京、写真月報社、p.80、及び浪華写真倶楽部発行の賞状（梅阪鶯里関係資料no.17、
梅阪家蔵）による。上に挙げた『写真月報』の記録ではブロムオイル印画となっているが、賞状にはゴム印画と記されている。

40）成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第二年版』、東京、大阪、東京朝日新聞、大阪朝日新聞、1926年、p.53
41）秋山轍輔（編）、『写真月報』1926年12月号、東京、写真月報社、p.88、及び賞状（梅阪鶯里関係資料no.18-21、梅阪家蔵）による。
42）成沢金兵衛（編）、『アサヒカメラ』1927年１月号、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、p.5
43）鎌田敬四郎（編）、『第一回写真大サロン』、大阪、朝日新聞社、1927年、p.1
44）星野辰夫（編）、『第一回国際写真サロン』、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、1927年、p.69
45）�米谷紅浪、「写壇今昔物語（25）」『写真月報』1938年11月号、p.48の中で米谷紅浪は「玉村騎兵、梅阪鶯里、辰巳孝友、都路苒清、

諸君の名前を逸したるは実に物淋しい限りであつた。」と述べている。
46）秋山轍輔（編）、『写真月報』1927年６月号、東京、写真月報社、p.56、及び賞状（梅阪鶯里関係資料no.22,23）による。
47）前掲書、『第一回国際写真サロン』、p.69
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10月24日	 愛友写真倶楽部大阪展観に際して開かれた茶話会に参加（大阪市西区信濃橋日信ビルヂング７階）48）。
11月	 第２回日本写真大サロンで《炎天》（半切・ゴム印画）が特選を受賞49）。
	 秋頃、銀鈴社の結成が計画される。

1928（昭和３）
１月	� 安井仲治、米谷紅浪、望月芦都と結成した銀鈴社第１回展に《海浜風景》（キャビネ・ゴム印画）、《戸隠街道所見》

（四切・ブロムオイル印画）、《凩》（四切・ゴム印画）、《若葉の頃》（半切・ゴム印画）、《柿》（半切・ゴム印画）、
《朝顔》（半切・ゴム印画）、《三保の浦》（半切・ゴム印画）、《きび》（半切・ゴム印画）、《竹林朝靄》（半切・
ゴム印画）、《冬の日》（半切・ゴム印画）、《今宵の名残》（半切・ゴム印画）、《温室》（半切・ゴム印画）、《閑
寂》（半切・ゴム印画）、《吉田山》（半切・ゴム印画）、《雪》（全紙・ゴム印画）を出品50）。

	 『アサヒカメラ』１月号に《炎天》（311×411mm・ゴム印画）が掲載される51）。
２月	 浪華写真倶楽部創立25周年記念展に《コスモス》（四切・ゴム印画）出品52）。
３月	 『日本写真大サロン【昭和２年度】』に《炎天》（半切・ゴム印画）が掲載される53）。
４月	 『写真月報』４月号に《きび》（サイズ・ゴム印画）が掲載される54）。
５月	 第２回国際写真サロンの委員を務める55）。
	 第17回浪華写真倶楽部展開催。未出品56）。
６月	 『日本写真年鑑第四年版』（出典）に《温室》（386×328mm・ゴム印画）が掲載される57）。
８月	 大阪誠友写真会第６回展覧会の審査員を務める58）。
９月23日	 東京写真研究会大阪展観に際し開かれた懇親会に出席（京堀橋京ビル６階）59）。

1929（昭和４）
１月	 浪華写真倶楽部を退会する60）。
２月	� 第２回銀鈴社展に《白椿》、《麦》、《寒村》、《伊吹》、《富岳》、《雪の日》、《あきざくら》、《華厳》、《帰帆》、《信

濃路》（いずれもサイズ・技法不詳）など18点を出品61）。
２月14日	 研友会主催第１回実験会（カーボンプロセス）に参加（研友会事務所）62）。
３月	� 銀鈴社東京展観に《麦》（四切・ゴム印画）、《竹林朝靄》（半切・ゴム印画）、《雪》（全紙・ゴム印画）、《信濃路》

（キャビネ・ゴム印画）、《寒村》（半切・ゴム画）、《帰帆》（全紙・ゴム印画）、《冬の日》（半切・ゴム印画）、《き
び》（半切・ゴム印画）、《白椿》（四切・ゴム印画）、《あきざくら》（半切・ゴム印画）、《今宵の名残》（半切・
ゴム印画）、《三保の浦》（半切・ゴム印画）、《凩》（四切・ゴム印画）、《朝顔》（半切・ゴム印画）、《柿》（半切・

48）秋山轍輔（編）、『写真月報』、1927年12月号、東京、写真月報社、p.71-72
49）�鎌田敬四郎（編）、『日本写真大サロン【昭和二年度】』、大阪、朝日新聞社、p.5、前掲書、「写壇今昔物語（25）」、p.53、及び全

関西写真連盟発行の賞状（梅阪鶯里関係資料no.24による）
50）秋山轍輔（編）、『写真月報』1928年３月号、東京、写真月報社、p.83
51）成沢金兵衛（編）、『アサヒカメラ』1928年１月号、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、p.14
52）前掲書、『写真月報』1928年３月号、p.88
53）前掲書、『日本写真大サロン【昭和二年度】』、p.5
54）秋山轍輔（編）、『写真月報』1928年４月号、東京、写真月報社、挿画
55）秋山轍輔（編）、『写真月報』1928年１月号、東京、写真月報社、p.100
56）秋山轍輔（編）、『写真月報』1928年７月号、東京、写真月報社、pp.77-80
57）成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第四年版』、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、1928年、p.23
58）秋山轍輔（編）、『写真月報』1928年８月号、東京、写真月報社、p.69-70
59）秋山轍輔（編）、『写真月報』1928年11月号、東京、写真月報社、p.77-79
60）田中翔介（編）、『関西写真家たちの軌跡100年』、関西写真家たちの軌跡展実行委員会、2007年、p.169
61）前掲書、「写壇今昔物語（25）」、p.58
62）秋山轍輔（編）、『写真月報』1929年３月号、東京、写真月報社、pp.71-72
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ゴム印画）、《冬の日》（半切・ゴム印画）、《瀑布》（全紙・ブロムオイル印画）を出品63）。
５月	 『写真月報』５月号に《白椿》が掲載される64）。
５月18日	 東京写真研究会大阪展観に際して開かれた懇親会に参加（大阪天満橋・野田屋宴会場）65）。
８月	 『写真月報』８月号に「研展大阪展を見る」を寄稿（安井仲治との共著）66）。
９月	 『写真月報』９月号に《帰帆》が掲載される67）。
秋頃	 靍殿霞汀の斡旋で、米谷紅浪、安井仲治、望月芦都らと法隆寺、中宮寺、秋篠寺などの撮影旅行へ出かける68）。
12月	 『日本写真年鑑第五年版』に《雪の日》（418×275mm・ゴム印画）が掲載される69）。

1930（昭和５）
１月	 『写真月報』１月号に《梅》（四切・ゴム印画）が掲載される70）。
５月	� 第３回銀鈴社展、同東京展に《山ふところ》（全紙・ゴム印画）、《雪景》（全紙・ゴム印画）、《暮靄》（全紙・

ゴム印画）、《雪山薄暮》（全紙・ゴム印画）、《宵月》（全紙・ゴム印画）、《鯉幟》（半切・ゴム印画）、《唐瓜》
（半切・ゴム印画）、《秋空》（半切・ゴム印画）、《雪中山村》（半切・ゴム印画）、《中宮寺本堂正面額》（半切・
ゴム印画）、《中宮寺如意輪観音半踞像》（半切・ゴム印画）、《中宮寺天寿国曼陀羅》（半切・ゴム印画）、《法
隆寺聖観音立像》（半切・ゴム印画）、《訪春》（四切・ゴム印画）、《嵐山雨情》（四切・ゴム印画）、《桔梗》（四切・
ゴム印画）、《肖像》（四切・ゴム印画）、《肖像》（四切・ゴム印画）、《年越》（四切・ゴム印画）を出品71）。

７月	『写真月報』７月号に《鯉幟》が掲載される72）。
	 『アサヒカメラ』７月号に《唐瓜》（390×358・ブロマイド）が掲載される73）。

９月	 東京写真研究会大阪展観に際して開かれた懇親会に出席（大阪ビル）。
11月	 『写真月報』11月号に《雪山薄暮》（半切・ゴム印画）が掲載される74）。
	 第５回日本写真美術展に《月明懐古》、《翁咲き》（いずれもサイズ・技法不詳）を無鑑査出品75）。
12月	 『日本写真年鑑第六年版』に《年越》（183×195mm・ゴム印画）が掲載される76）。

1931（昭和６）
４月２日	 靍殿霞汀、靍殿輝子、安井仲治、玉井一菜、深川龍太郎、と神戸で白日会を結成77）。
５月１日	 白日会第２回例会に出席78）。
５月	 第５回国際写真サロンに《水仙》（サイズ不詳・ゴム印画）を出品79）。
６月５日	 白日会第３回例会に出席。梅阪の主唱で会員同士の作品批評を行う80）。

63）秋山轍輔（編）、『写真月報』1929年４月号、東京、写真月報社、pp.59-60
64）秋山轍輔（編）、『写真月報』1929年５月号、東京、写真月報社、挿画
65）秋山轍輔（編）、『写真月報』1929年６月号、東京、写真月報社、pp.60-61
66）秋山轍輔（編）、『写真月報』1929年８月号、東京、写真月報社、pp.52-60
67）秋山轍輔（編）、『写真月報』1929年９月号、東京、写真月報社、挿画
68）米谷紅浪、「写壇今昔物語（30）」『写真月報』1939年４月号、pp.48-49
69）成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第五年版』、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、1929年、p.15
70）秋山轍輔（編）、『写真月報』1930年１月号、東京、写真月報社、挿画
71）秋山轍輔（編）、『写真月報』1930年６月号、東京、写真月報社、pp.103-104
72）秋山轍輔（編）、『写真月報』1930年７月号、東京、写真月報社、挿画
73）�成沢金兵衛（編）、『アサヒカメラ』1930年７月号、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、p.5。尚、「銀鈴社第三回展作」

と記されているため、技法のブロマイドは誤植であると考えられる。
74）秋山轍輔（編）、『写真月報』1930年11月号、東京、写真月報社、挿画
75）大阪毎日新聞社（編）、『日本写真美術年鑑昭和五年度』、大阪、大阪毎日新聞社、1931年、p.32
76）成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第六年版』、東京、大阪、東京朝日新聞、大阪朝日新聞、1930年、p.18
77）秋山轍輔（編）、『写真月報』1931年５月号、東京、写真月報社、p.84
78）秋山轍輔（編）、『写真月報』1931年７月号、東京、写真月報社、p.93
79）秋山轍輔（編）、『写真月報』1931年５月号、東京、写真月報社、p.74、及び《水仙》の台紙（梅阪鶯里関連資料no.1、梅阪家蔵）による。
80）秋山轍輔（編）、『写真月報』1931年８月号、東京、写真月報社、pp.67-68
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11月	 第６回日本写真美術展に《芍薬》（サイズ・技法不詳）を無鑑査出品81）。
12月	 『日本写真年鑑第七年版』に《女》（232×238mm・ゴム印画）掲載が掲載される82）。

1932（昭和７）
５月	 第６回国際写真サロンに《梅》を出品83）。
	 第21回東京写真研究会展第２部に《明月》（半切・ゴム印画）、《十一面観音》（半切・ゴム印画）を出品84）。
７月	 『研展画集第二十三編』に《十一面観音》（半切・ゴム印画）が掲載される85）。
９月	 『写真月報』９月号に《明月》（半切・ゴム印画）が掲載される86）。
10月	 『アサヒカメラ』10月号に《明月》（サイズ・技法不詳）が掲載される87）。

1933（昭和８）
７月	 『写真月報』７月号に妹・梅阪道子のゴム印画作品《茨》（四切・ゴム印画）が掲載される88）。
11月３日	 大阪市西区京町堀の京町堀ビルヂング２階に写真館を開業89）。
11月	 第７回日本写真美術展に《雨後》、《八重桜》（いずれもサイズ・技法不詳）を無鑑査出品90）。

1934（昭和９）
９月	 『写真月報』９月号に「第二十三回研展短評」を寄稿91）。
11月	 第８回日本写真美術展に《雪中山水》、《紫陽花》（いずれもサイズ・技法不詳）を出品92）。

1935（昭和10）
11月	 第９回日本写真美術展に《二見浦》、《穂高》（いずれもサイズ・技法不詳）を無鑑査出品93）。

1936（昭和11）
７月	� 東京・小石川でお琴の教師をしていた池田つたと結婚。つたは1918（大正７）年２月９日生まれで、鶯里よ

りも18歳年下であった。つたの母・ヨシと、鶯里の養母まつが親しい関係にあったという94）。
	 『写真月報』７月号に「第二十五回研展短評」を寄稿95）。
1937（昭和12）

11月	 第９回日本写真美術展に《梅花》（サイズ・技法不詳）を無鑑査出品96）。
1938（昭和13）

２月	 『写真月報』２月号に「第11回日本写真美術展を見て」を寄稿97）。

81）秋山轍輔（編）、『写真月報』1931年12月号、東京、写真月報社、p.67、及び『鶯里画集』（四切）目録による。
82）成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第七年版』、東京、大阪、東京朝日新聞、大阪朝日新聞、1931年、p.17
83）大阪朝日新聞社発行の賞状（梅阪鶯里関連資料no.26、梅阪家蔵）による。
84）秋山轍輔（編）、『研展画集第二十三編』、東京、東京写真研究会、1932年、p.11
85）前掲書、『研展画集第二十三編』、頁数なし
86）秋山轍輔（編）、『写真月報』1932年２月号、東京、写真月報社、挿画
87）成沢金兵衛（編）、『アサヒカメラ』1932年10月号、東京、大阪、東京朝日新聞社、大阪朝日新聞社、p.377
88）�秋山轍輔（編）、『写真月報』1932年７月号、東京、写真月報社、挿画。尚、作者の梅阪道子が鶯里の妹であることは、『写真月報』

1932年６月号、p.87の婦人写真団体卯月会に関する記事に示されている。
89）秋山轍輔（編）、『写真月報』1934年１月号、東京、写真月報社、p.116
90）秋山轍輔（編）、『写真月報』1933年12月号、東京、写真月報社、p.81
91）秋山轍輔（編）、『写真月報』1934年９月号、東京、写真月報社、pp.44-46
92）秋山轍輔（編）、『写真月報』1934年12月号、東京、写真月報社、p.87
93）秋山轍輔（編）、『写真月報』1936年１月号、東京、写真月報社、p.167
94）婚姻関係の事実、及びつたの生年月日に関する記述は戸籍謄本記載による。
95）秋山轍輔（編）、『写真月報』1936年７月号、東京、写真月報社、pp.103-105
96）『鶯里画集』（四切）目録（no.27）による。
97）秋山轍輔（編）、『写真月報』1938年２月号、東京、写真月報社、pp.93-94
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1942（昭和17）
１月	 第15回日本写真美術展に《菊花》を無鑑査出品98）。

1958（昭和33）
10月	 浪華写真倶楽部創立55周年記念、第43回浪華写真倶楽部展に出品99）。

1966（昭和41）
	 浪華写真倶楽部60周年記念画集『浪』に巻頭言を寄せる100）。
1968（昭和43）

６月	 日本写真家協会主催「写真100年」展に《雨後》、《芍薬》、《炎天》（いずれもサイズ・技法不詳）を出品101）。
1970（昭和45）

３月16日	 大阪市大淀区長柄西通1丁目19番地で肺炎により逝去102）。

98）『鶯里画集』（半切）目録（no.24）による。
99）浪華写真倶楽部（編）、『「浪展」浪華写真倶楽部100周年記念』、大阪、浪華写真倶楽部、2005年、p.176
100）浪華写真倶楽部（編）、『浪』、大阪、浪華写真倶楽部、1966年
101）渡辺義雄（編）、『写真100年‐日本人による写真表現の歴史展‐』、東京、日本写真家協会、1968年に示された出品目録による。
102）戸籍謄本記載による。死因については梅阪和子氏による。



73

■参考文献

梅阪鶯里についての記述がある文献、及び作品が掲載されている文献については*を付けた。

１.〈参考図書〉
a. 百科事典

『世界大百科事典』、東京、平凡社、（1985）2007年、全34巻

b. 美術事典
秋山光和 他（編）、『新潮世界美術大事典』、東京、新潮社、1985年
TURNER （Jane） （ed.）, The Dictionary of Art, New York, Grove 1996, 34 vols.
多木浩二・藤枝晃雄（監）、『日本近現代美術史事典』、東京、東京書籍、2007年

c. 写真事典
上田貞治郎（編）、『写真術百科大辞典』、大阪、上田写真機店、1920年
CAPA （Cornell） （ed.）, Encyclopedia of Photography, New York, Crown, 1984

d. 人物事典
『大阪現代人名辞書』、大阪、文明社、1913年; 復刻版・『大阪人名資料事典』、東京、日本図書センター、2003年、全４巻
のうち１、２巻
上田正昭・西澤潤一・平山郁夫・三浦朱門（監）、『日本人名大辞典』、東京、講談社、2001年*

e. 人物事典（写真）
東京都写真美術館（編）、『日本写真家事典』、京都、東京、淡交社、2000年*
東京都写真美術館（監）、『日本の写真家‐近代写真史を彩った人と伝記・作品目録』、東京、日外アソシエーツ、2005年*

f. 写真史概説
日本写真家協会（編）、『日本写真史1840-1945』、東京、平凡社、1971年*
小西六写真工業株式会社社史編纂室（編）、『写真とともに百年』、東京、小西六写真工業株式会社、1973年
日本光学機器検査協会歴史的カメラ審査委員会（編）、『日本カメラの歴史』、東京、毎日新聞社、1975年、全２巻
越智修・福田静男（監）、『全関西写壇五十年史』、大阪、全日本写真連盟関西本部、1976年*
日本写真協会（編）、『日本写真史年表1778 ～ 1975.9』、東京、講談社、1976年
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藤村里美、『写真の歴史入門 第二部「創造」モダンエイジの開幕』、東京、新潮社、2005年*

２.〈個別資料〉
a. 写真年鑑
成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第一年版』、東京・大阪、東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社、1925年*
成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第二年版』、東京・大阪、東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社、1926年*
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鎌田敬四郎（編）、『第一回写真大サロン』、大阪、朝日新聞社、1927年*
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成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑第三年版』、東京・大阪、東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社、1927年
星野辰夫（編）、『第一回国際写真サロン』、東京・大阪、東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社、1927年*
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成沢金兵衛（編）、『日本写真年鑑昭和九年版』、東京・大阪、東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社、1934年
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b. 「芸術写真」関連
『第二天弓画集』、1921年
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金子隆一・柏木博・伊藤俊治・長谷川明、『日本近代写真の成立』、東京、青弓社、1987年
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『日本のピクトリアリズム 風景へのまなざし』、東京、東京都写真美術館、カタログ執筆、金子隆一、1992年*
『モダニズムの時代』、東京、東京都写真美術館、1995年*
『日本近代写真の成立と展開』、東京、東京都写真美術館、1995年*
長野重一・飯沢耕太郎・木下直之（編）、『日本の写真家５ 高山正隆と大正ピクトリアリズム』、東京、岩波書店、1998年*
長野重一・飯沢耕太郎・木下直之（編）、『日本の写真家９ 安井仲治』、東京、岩波書店、1999年
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渋谷区立松涛美術館・名古屋市美術館・共同通信社（編）、『生誕百年 安井仲治─写真のすべて』、東京、共同通信社、
2004年*
金子隆一、「『絵』か『写真』か？ ピクトリアリズムというモダニティー」『美術手帖』2004年12月号（通巻858号）、
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飯沢耕太郎、『都市の視線 日本の写真1920-30年代』、東京、平凡社、2005年
緒川直人、「アマチュア写真家野々村藤助と明治30年代写真史の再検討‐初期大阪写壇を中心に‐」『文化資源学』５号、
pp.63-74、2006年
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西村智弘、『日本芸術写真史』、東京、美学出版、2008年*

c. 写真技術関係
森芳太郎、『最新実用写真術話』、東京、丸善、（1920）1922年、全３巻
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d. 写真集・展覧会カタログ
浪華写真倶楽部（編）、『浪』（創立60周年記念画集）、大阪、浪華写真倶楽部、1966年*
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東京、朝日新聞社、1988年*
菊池真一（編）、『写真150年・その光と影』、東京、日本大学芸術学部写真学科・東京工芸大学短期大学部、1989年*
下関市立美術館（編）、『写真150年 海の写真名品展図録』、下関、下関市立美術館、1990年*
梅津元・大久保静雄（編）、『「うつすこと」と「見ること」－意識拡大装置－』、埼玉、埼玉県立近代美術館、1994年*
東京都写真美術館（編）、『写真の内なるかたち・外なるかたち 第1部 渡来から1945年まで』、東京、東京都写真美術館、
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大阪市近代美術館（仮称）建設準備室（編）、『美術都市・大阪の発見─近代美術と大阪イズム』、大阪、大阪市教育委員会、
1997年*
高瀬晴之（編）、『日本の写真1850’s ～ 1945』、姫路、姫路市立美術館・朝日新聞社、1999年*

『写された国宝─日本における文化財写真の系譜』、東京、東京都写真美術館、カタログ執筆、岡塚章子、2000年*
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浪華写真倶楽部（編）、『「浪展」浪華写真倶楽部創立100周年記念』、大阪、浪華写真倶楽部、2005年*
新畑泰秀・松永真太郎（編）、『水の情景─モネ、大観から現代まで』、横浜、横浜美術館、2007年*

e. 美術館所蔵品目録・年報など
横浜美術館（編）、『横浜美術館収蔵品目録Ⅱ［写真］』、横浜、横浜美術館、1989年*
東京都写真美術館（編）、『東京都写真美術館概要』、1993年*
横浜美術館（編）、『横浜美術館年報』、横浜、横浜美術館、1993年～
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大阪市立近代美術館（仮称）建設準備室（編）、『大阪市立近代美術館（仮称）建設準備室所蔵作品選Ⅱ』、大阪、大阪市教
育委員会、1994年*
大阪市立近代美術館建設準備室（編）、『大阪市立近代美術館（仮称）所蔵作品110選Ⅱ 絵画・写真・デザイン編』、大阪、
大阪市教育委員会、2003年*
東京都写真美術館（編）、『東京都写真美術館概要』、2008年*

f. 同時代史
鷲山半之助、『軍機保護法要義』、東京、新光社、1937年
大竹武七、『軍用資源秘密保護法解説』、東京、厳松堂書店、1939年
田玉栄吉（編）、『国防と写真の撮影』、東京、博文館、1941年
日本統制地図株式会社（編）、『軍機保護法』、東京、日本統制地図株式会社、1943年
松本清次、「大正十年頃の中船場の界隈」『船場』第４号、大阪、船場の会編集局、1968年
朝日新聞社史編修室（編）、『朝日新聞の九十年』、大阪、朝日新聞社、1969年
松本福太郎（編）、『昭和期の写真業界』、東京、日本写真興業通信社、1971年
毎日新聞百年史刊行委員会（編）、『毎日新聞百年史』、東京、大阪、小倉、名古屋、札幌、毎日新聞社、1972年
南博・社会心理研究所（編）、『大正文化1905-1927』、東京、頸草書房、1987年
南博・社会心理研究所（編）、『昭和文化1925-1945』、東京、頸草書房、1987年
嶋田厚・野田茂徳・田代慶一郎・飯沢耕太郎、『大正感情史』、東京、日本書籍、1979年*
竹村民郎、『大正文化』、東京、講談社、講談社現代新書、1980年
井上和雄（編）、『株式会社三越85年の記録』、東京、株式会社三越、1990年
濱田隆士他（編）、『日本全史』、東京、講談社、1991年
アサヒカメラ（編）、『昭和10 ～ 40年代 広告にみる国産カメラの歴史』、東京、朝日新聞社、1994年

g. 日本写真美術展覧会関係新聞記事
『大阪毎日新聞』1926年１月３日号;『大阪毎日新聞』1926年２月15日号;『大阪毎日新聞』1926年３月8日号;『大阪毎日新聞』
1926年３月12日号;『大阪毎日新聞』1926年５月１日号;『大阪毎日新聞』1926年３月12日号;『大阪毎日新聞』1927年５月
14日号;『大阪毎日新聞』1927年５月18日号;『大阪毎日新聞』1927年５月19日号;『大阪毎日新聞』1927年５月20日号;『大
阪毎日新聞』1927年５月24日号

h. 写壇今昔物語
写壇今昔物語は『写真月報』（写真月報社）1936（昭和11）年1月号から1940（昭和15）年２月号に38回に渡って連載され
た記事である。（１回目、２回目は「写壇むかしものがたり」という名前で連載）以下には、回数・巻号・ページを示す。
*尚、東京都写真美術館図書室が『写真月報』から「写壇今昔物語」のみを合本したものを所蔵している。

１．	昭和11年１月号（41巻1号）、pp.109-119
２．	昭和11年２月号（41巻２号）、pp.75-92
３．	昭和11年３月号（41巻３号）、pp.88-106
４．	昭和11年４月号（41巻４号）、pp.78-96
５．	昭和11年５月号（41巻５号）、pp.104-112
６．	昭和11年７月号（41巻７号）、pp.89-98
７．	昭和11年８月号（41巻８号）、pp.92-106
８．	昭和11年10月号（41巻10号）、pp.86-97
９．	昭和11年12月号（41巻12号）、pp.61-80
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10．	昭和12年３月号（42巻３号）、pp.56-73
11．	昭和12年４月号（42巻４号）、pp.41-52
12．	昭和12年６月号（42巻６号）、pp.57-72
13．	昭和12年８月号（42巻８号）、pp.40-53
14．	昭和12年９月号（42巻９号）、pp.48-61
15．	昭和12年11月号（42巻11号）、pp.41-56
16．	昭和12年12月号（42巻12号）、pp.43-55
17．	昭和13年１月号（43巻１号）、pp.69-86
18．	昭和13年２月号（43巻２号）、pp.49-64
19．	昭和13年３月号（43巻３号）、pp.56-72
20．	昭和13年４月号（43巻４号）、pp.58-73
21．	昭和13年６月号（43巻６号）、pp.51-67
22．	昭和13年７月号（43巻７号）、pp.38-53
23．	昭和13年９月号（43巻９号）、pp.54-69
24．	昭和13年10月号（43巻10号）、pp.51-68
25．	昭和13年11月号（43巻11号）、pp.48-62
26．	昭和13年12月号（43巻12号）、pp.37-50
27．	昭和14年１月号（44巻１号）、pp.58-65
28．	昭和14年２月号（44巻２号）、pp.41-61
29．	昭和14年３月号（44巻３号）、pp.58-69
30．	昭和14年４月号（44巻４号）、pp.48-66
31．	昭和14年５月号（44巻５号）、pp.43-57
32．	昭和14年６月号（44巻６号）、pp.20-32
33．	昭和14年７月号（44巻７号）、pp.30-44
34．	昭和14年９月号（44巻９号）、pp.47-61
35．	昭和14年10月号（44巻10号）、pp.48-60
36．	昭和14年12月号（44巻12号）、pp.46-61
37．	昭和15年１月号（45巻１号）、pp.42-57
38．	昭和15年２月号（45巻２号）、pp.41-58

i. その他
CALZA （Gian-Carlo）, Japan Style, London, Phaidon, 2007 *




